
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事主体者（施主）の住所・氏名

（会社名・代表者名）を記入 

調査日程の調整や調査結果の

連絡等。担当者の連絡先を記入 

生涯学習・スポーツ課との事前相談で“試掘調査”のいずれかが必要となった場合に提

出する様式です。「埋蔵文化財発掘の届出について」と一緒に提出します。 

押印 

工事計画地の全ての所在地を記入 

所在地が多数の場合は一覧表を添付

してください 

合計面積を記入 

試掘調査後は、表層地盤等がしばらく安定しないことがあるため、調査後に事業を

中止した場合や、現況が水田・畑等で調査後に耕作する場合においては、沈下等の影

響が生じる場合があります。 

調査は、工事に伴って実施することを前提としていますので、上記により発生する

恐れのある賠償責任は、開発当事者間（工事主体者・土地所有者・土地使用者等）で

解決していただくことになります。 

事前に賠償責任者を決め、その住所・氏名を記入、押印してください。 

調査を実施できるの

は、依頼書受理後、早く

て２～３週間後。 

他工事の調査予約で

込み合っている場合等

は、４～８週間後になる

こともあります。 

押印 


